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Abstract

A new testing method for the heat characteristics ofignition plugswasintrodu-

Ced previously by thewriters,Who,taking a stepforward,eXPlain againin this

Paper anOther testing method similar to the previous onein the pDint thatit does

not resort to elaborate arrangment requiring considerable amountofexpenses,but

a few modi丘cations on the apparatus.

By this method heat characteristics of theignitionplugsare studieswithrespect

to the heat escaping to high tension cable,heat radiation from the surface of the

plug and heatflowing to the cylinder wall･Then variousignition plugs are exam-

ined by this method tofind what kind are the most approriate to engines of diff-

erent cooling method.

[Ⅰ]緒 盲

護動機が正常な連綿を待機するためには､撒火栓の竃

梅部､即ち､襲動機の 焼宝に画する部分の温度が顎動

機の出力範国内に於いて､自己清澤湿度と早期鮎火温度

との問に得えず保たれていなければならない｡Lたがつ

て､瓢火栓の熱特性を署動機に適合さすことが非常に竃

要である｡

従来より行われている熱特性の試験法にほ数

何れも策動

37

あるが

を使用するため､設備〉(こつ運纏に要する費用

が多額になり､その上一相雷な技術と経験とを必要とす

る等の雑報があった｡筆者等はこの粘にかんがみ､築動

槻を用いノ王いでヽ しかも毎動 試験結果と十分太る類似

性をもった間男な机上試験法の一案(1)を先に紹介した〔巴)

この方法の骨子は瓢火栓の気筒座 温度を一定にして

おき､電悔部に一是渦度の脈動的熱風を吹付けて､受熱

量と放散熱量とが平衡Lた時の中心偏極先矧塩鮭の高低

を比較し-焼け易い慧占火栓か､冷え易い鮪火栓かを判別

するのである｡

ところで､この放散熱量は第1固に示す如く

☆榊
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(A)讐占火栓頚部へ流れて高堅ケーブルへ逃げる熱意

(Ql)

第1固 粘火栓の熱洩 の旛路

Fig･1Path of Heat CurrentinIgnition Plug.
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(B)碍子及び栓鮭の全表面より轟気中へ放散される

熱量(Q2)

(C)導 座金を通り､栓鮭より気筒座金iこ移り､気

筒壁に流れる熱量(¢｡)

の三種よりなっている｡

今､受熱量をQ｡とすると､自己清浄湿匿と早期讐占火

曜度との範国内で Q｡=Ql+Q2+Q3 なれi･まこの粘火栓

ほ顎動機に適合Lた熱特性を有している で､Q｡<Ql+

¢2+Q8なれば冷えすぎ､Q｡>Ql+Q2+Q｡なれば焼け

すぎとなる である｡

LかLて､Q｡=Ql十Q2+Q｡を満足Lていても､Ql,

Q2及びQ8 の相封的割合を如何にするかば使用する軍

動機の種 によって異なる竿であって､Qlはこれが除

り大きくなると高匪ケーブルの浬皮が高くなって､柁様

に使用Lているゴム､被覆等の劣化が甚だしくなるので

如何なる黙火栓でも小さくすべきである｡しかL､Q2

と ¢3 との不 的関係は､自動車用顎動槻の場合の如く

水冷式で気筒温度が比較的低く､且､粘火栓附近の基気

の流速も比較的′J､さい時は放散薫整量のうちQ3の占める

割合を相雷大きくすべきであり､これと反封に自動自鋳

専用顎動機或は自動三輪車用賀動機の場合の如く室冷式

で気筒温度が高くなる機雷が多くヽ且､周囲客気の流速

が大きい時はQ2の占める割合をかなり大きくLた方が

よい｡

以上のような見解の基に､Ql,¢2及びQ3 が熱特性

に及ぼす影響を検べる机上試!漁法を紹介するとともに多

数の現周章粘火栓に裁ての賓測結果を顎表し諸賢の御批判

を仰ぎたいと思う｡

[Il]中心電極を経<､高塑ケープノしへ逃lヂ

る熱量(Ql)の影響

中心電極を経て､高匪ケーブルへ逃げる熱量Qlが熱

特性シこ及ぼす影響を次の條件に裁て槍べた｡

改築表の試陽法(以後､試験法(1)と解す｡詳細は参

考文献(2)を参照のこと)により

(a)ターミナルに高墜ケーブルを接唐Lない場合

(即ちヽQl=0)

(b)タ【ミナルに全長150cmの高匪ケーブルを按績

lノ､他端を室温(16DC)の茎気中に放置Lた場合

(C)上記(b)の場合の高匿ケーブルの他端を水窪(6

0C)した場合

(d)高匪ケ←ブルの全長を15cm とL､他端を室湛

(16DC)の客気中に放置Lた場合

(e)上記(d)の場合の高匪ケーブルの他端を水浸(6

0C)した場合

の各場合について､吹付熱風濁度5000C,吹村岡数を

三△､

酎和 第33巻 第8競

650同/分とL.て中心

の場合を

表の如くなる｡

節1表

Tablel

極先端滞度を求ムうーこれより(a)

して他の場合の 化率を算出すると第1

l一卜心電抽先端提匿並びに欒化率

Temperature of Top Point of Elec-

trode and Percent of Change.

0

-0.6

-1.0

0

-･2.0

Qlによる中心電極先端温度の欒化は､最悪の條件(e)

の場合でさえ2%で､賓際の使用状態では上記の(C)の

場合を仮定しておけば安全である｡なお､多数の耗火栓

についてこの種の試験を行ってみたが第1表の欒化率と

大同小異であった｡この程皮なればQlの影熟ま極めて

僅かであると見倣して差支えない｡

[ⅠⅠⅠ]表面より放散される熱量(Q望)及び気

筒壁に流れる熱量(Q3)の影響

碍子及び栓鮭の全表面より放散される熱量銑と気筒

匹金を経て気筒壁に流れる熱量Q3との相封的大いさが

熱特性iこ及ぼす影響を検べる一手段とLて次の方法を案

出した(S)｡即ち､吹付熱風湿度及び気筒座金湿度ほ一宏

にしておいて(したがって､Q3に封する條件が一部こ

なる)栓鮭並びに碍子の 面混皮を襲えて(したがって

Q2に封する條件が異なってくる)中心電極先端湿皮の

化程度の大小を比較L､これが大きい程､吼の占める

割合が大きい黙火栓であると判窟するのである0

1)試験装置

試験法(1)では碍子並びに栓醍の表面は壷気に曝さ

れていて､Lかも主として自然封流によってのみ冷却さ

れるから座金輝度せ一定にする限り､この部分の隠匿を

任意に攣化さすことはできない｡それで試験法(1)の

恒温装置の部分のみを第2圏の如く改造した0

即ち､供試窯 火栓が納まる鏑製タンクの底面近くに環

状の銅管製の冷却水噴出パイプを振付て､このパイプの

下面全周に直径3mmの小孔が6mmの間隙で多数あ

けてある｡したがって､冷却水ほこれらの小孔より一様

に頓闇した後､上蓋中央の出口より冷却水糟に障る｡こ

の冷却水は冷却水糟中で加熱せられ所定の一定澤直に保

っ｡タンク内の冷却水の湿度は囲に読す如く､底面近く

と上蓋近くとの二個所で測定する｡定常状態に達すると
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第2固 恒i監 装 置

Fig.2 Constant Temperature Device･

これら二個所の温度差ほ0･50C以下になる｡

かくしてl供 試≡ 火栓の気筒座金､栓鰹及び碍子の全

表面は一定温度の流水に､中心軸に封L封稀に洗われる

ことになる｡~Lたがって､試験法(1)の場合と同様に

吹付熱風湿

時の中心

rlと冷却水輝度をそれぞれ一定に保った

極先端湛皮r2を比較すれば熱特性を知るこ

とができる｡この方法を以後､

2)試験方法並びに結果

除法(2)と僻す｡

第2匡lの恒温装置を用うるirこあたり､測定誤差の原因

になる冷却7kの流量を瞼討し､最適流量を決意しておか

ねばならない｡

今､冷却水の温度を258C一定をこした場合の流量と中

心電極先端温度との関係の一例を第3匪けこ示す｡但L､

中
也
電
極
先
端
温
度

､
し

封
甑し

Jβ 4ク

去口水の流量(CC/乍eご)

､-1ヽ

第3固

Fig.3

冷却7ユくの流克と中心磁極先端況1安との師係

Relation Between Discharge Quantity of

Cooling Water and Temperature of Ce-

ntre Electrod.

吹付熱風澤度ほ500ロCで､吹付同数は650 同/分であ

る｡流量が増す程､Q2が大きくなるから中心 極先端

39

635

湿度は降▲~ドLてくるが､その程度ほ比較的小さい｡しか

L､稜述する如く各型の瓢火栓相互間の相 もこの程皮

になることがあるから流最は極力一定にせねばならな

い｡故に 瞼中は絶えずベンチユリー管で流量を直

ながら､一定にした測定 度を上げるためにほ流量をな

るべく大きくLた方がよいが､あまり大きくし過ると噴

出管の小孔よりの噴流に気泡が含むようになったりl又

碍子表面の形状ガ蘭 な耗火栓の ､
l合場 ま表面で流水が

乱れてくるようになる｡これらの諸現象を考慮Lて 58

CC/SeC一定に保っことにLた｡

なおl注意せねばならないことは､

に於ける循環経路の鱒卜一性であってヽ

常に敏 石･こ影響し.てくる｡

冷却水のタンク内

これは測定値に非

上記の測定條件のもとに､.吹付薬風雅産を500ロC(18

mm型黙火栓の場合)或は400DC(14mm塾望 火栓及

び10mm型報火栓の場合)にし､吹付同数を650同/分

にして冷却水の温度凌 えた場合の中心 極先端温度を

多数の現用瓢火栓について求めると第4固より第6固ま

での如くなる｡総ての

もにほぼ直線的に

火栓は､冷却水揮度の上昇とゝ

化L､Lかも熱し易い粘火栓と冷え

易い窯占火栓とを1亮別Lっることは

胡

ノ
(
､全

除法(1)の場合と

である｡例えば第4園に於いてF,E,D等は

熱し易い瓢火栓で､Ⅰほ冷え易い黙火栓である｡

第4固より第6固までの

中
心
電
庖
先
端
温
度

果より冷却水の任意の湿度

■-､ ･∴J
､､

持去口水の温度(℃)

第4囲

Fjg.4

各種瓢火栓の熱特性(その一)

Heat Characteristics of Various

Ignition Plugs.(1)



636

中
心
電
極
先
端
温
良

℃

■
J
-
､

昭和26年8月 立

･●､･ ト

冷三コ水の温度(℃)

ご､･ヽ

第5固

Fig.5

各種瓢火栓の熱特性

Heat:Charac二eristics

Ignition Plug5.(2)

(その二)

Of Various

.∴､
､､

〉つモロ1(濃度｢℃)

ノ･･

第6固 各稗瓢火栓の熱特性(その三)

Fig.6 Heat Characteristic50f Various

Ignidon Plug.(3)

例えば800Cの場合の中心電極先端輝度を各期火栓につ

いて求めた値は､ 除法(1)で座金濃度をJ2はり 800C

にL､吹付熱風悍産及び吹村岡教を 除法(2)の場合

と全く同様にして求めた中心筒椙先端輝度よりも高くな

(
′
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論 第33巻 第8劫監

β C β 亡 戸 G 〟 J

兵火栓の種類

第7囲 各種野火栓の∂(その一)

Fig.7 ∂of VariousIgnition Plugs.(1)
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兵火栓の種類

0,P

第8固 各種獣火栓の∂(その二)

Fig･8 ∂of VariousIgnition Plug5.(2)

/● ∴

兵火栓の桂輯

第9固 各種瓢火栓の∂(その三)

F王g.9 ∂of Vario■uSIgni■貢on Plu･gS･(3)

る｡それは､雨試験サ去でQ3の放散條件は同→であるが

Q2に封Lては試験法(1)の場合の方が放散しやすい
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ためである｡

今､試除法(1)による中心電通先細二浩匪を r2′(8C)

試験法(2)による中心電極先端濁度を r2〝((ロC)

とL

r2〝--･rノ

ア2/ XlOOし%)

とLて､各種部火栓についてこの∂を算出L′､型別に大

小順で示すと第7圏より第9囲までの如くなる｡

各塑とも ∂の大きい戦火栓と､小さい栄占火栓とがあ

る｡このように∂の小さいものは冷却面の敷果をあまり

期待することがてきず､反撃如こ大きいものはその致菓が

期待できる｡Lたかつて､ 漁法(1)と(2)とを並用

することiこよって第1葺で述べた如く､婁動機の冷却方

式に適合Lた瓢火栓を判別Lっるの･んならず､所期の熱

特性をもたすように設計することもできる｡

[ⅠⅤ]結 盲

6.37

矧こ緒介Lた試験法(1)或は今岡の試験法(2)の何

れかを皐濁に使用することにより報火栓の熱特性が判明

L､両者を並用することにより放散熱量の分 程度がわ

かる｡かくLて､護動機の冷却方式如何によって如何な

る鮎火栓を使用すればよいかの判定ができるのみならず

この目的に合致Lた熱特性をもたLた 火栓を設計する

こともできる｡

終りに臨み､東研究を行うに嘗り御指導､御鞭撞を賜

った日立椚究祈部長三浦倫義博士に衷心より御感申L上

げる｡
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